
日吉ダム最大流入時に約９７％を貯留、ダム下流の河川水位を低減
ひ よ し

淀川水系桂川の水資源機構日吉ダム（南丹市日吉町）流域では、停滞する前線
み ず し げ ん き こ う ひ よ し な ん た ん し ひよしちょう

の影響により、８月１５日１時から１７日１６時までの総雨量が２１４mm（ダム

流域平均雨量）を記録しました。

この降雨により、ダムへの最大流入量は、毎秒１，２９１立方メートルとなり

ました。

この洪水に対して、日吉ダムでは通常の防災操作以上に貯留する操作を実施

し、最大流入時に約９７％（毎秒約１，２５０立方メートル）の水をダムに貯留

して、ダム下流の河川水位の低減に努めました。

※防災操作：大雨により、ダムに流れ込む水の一部をダムに一時的にため込ん

で、ダムから下流に流す量を減らし、下流の川の水位を低減させる操作。

※今回の発表は速報値であり、今後の精査により数値等が変わることがありま

す。
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日吉ダム最大流入時に約９７％を貯留、ダム下流の河川水位を低減
ひ よ し

停滞する前線の影響により、淀川水系桂川の日吉ダム（南丹市日吉町）流域で

は、８月１６日１７時から１８時までの１時間の雨量が平成１０年４月の管理開

始以降において最大である６０㎜を記録し、降り始めの８月１５日１時から１７

日１６時までの総雨量が２１４mm（ダム流域平均雨量）に達しました。

この降雨により、ダム流入量が増加し、１６日１５時０４分には洪水量（毎秒

１５０立方メートル）に達したため、防災操作を開始しました。

１６日１５時２３分には、ダム下流の河川水位の上昇を低減させるため、降雨

及びダム流入量の状況から、ダム流下量を減量してもダムに貯留可能であること

を確認し、国土交通省淀川ダム統合管理事務所長の指示により、ダム流下量を通

常の防災操作である毎秒１５０立方メートルにするところ、毎秒１５立方メート

ルに減量し、通常の防災操作以上に貯留する操作を開始しました。

その後、ダム流域内の時間雨量が６０㎜を記録し、ダム貯水位の急激な上昇が

予測されたため、国土交通省淀川ダム統合管理事務所長の指示により、ダム流下

量を毎秒１５立方メートルから、毎秒１５０立方メートルに増量し、通常の防災

操作を再開しました。

１６日２１時３３分には、流入量が最大（毎秒１，２９１立方メートル）とな

り、同時刻におけるダム流下量は毎秒約４２立方メートルであり、流入量の約９

７％（毎秒約１，２５０立方メートル）をダムに貯留しました。この流入量は、

昨年９月の台風１８号に次いで、平成１０年４月の管理開始以降第２番目の流入

量となりました。なお、先週１０日の台風１１号洪水時の最大流入量（毎秒９１

３立方メートル）を上回る流入量となりました。

防災操作の概要

今回の防災操作により、日吉ダムが無い場合と比べ、ダム下流の保津橋地点
ほ づ ば し

（亀岡市保津町下中島地先）の河川水位を、最大約２．５メートル低減したもの
か め お か し ほ づ ち ょ う し も な か じ ま

と推定され、はん濫危険水位（４．５０ｍ）を上回ることを回避しました。

保津橋地点の水位低減効果

河川水位は、高い状態が続いています。十分ご注意ください。

日吉ダムでは、今後もダムの効果が最大限に発現できるよう努めて参ります。

保津橋地点の河川水位が
最高水位となった時刻

同時刻における
保津橋地点の河川水位

ダムがなかった場合
の同地点の最高水位

水位低減効果

平成26年8月16日
21時10分

3.68ｍ 6.22ｍ 2.54ｍ

流域平均
総雨量

ダムへの流入量が
最大となった時刻

同時刻における
ダムへの流入量

同時刻における
ダム流下量

同時刻における
ダム貯留量

日吉
ダム

214㎜
平成26年8月16日

21時33分
毎秒1,291m

3
毎秒42m

3
毎秒1,249m
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資料１
位置図



　　・日吉ダム最大流入時に約９7％を貯留、ダム下流の河川水位を低減

※雨量は日吉ダム流域平均雨量です。累計雨量は、8月17日16時現在の数値である。

前線の降雨に伴う日吉ダム防災操作について　　　　資料２
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日吉ダム防災操作図（前線）
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流量（m3/s） 水位（EL.m）

最大流入時

ダム流下量42m3/s

（㎜）

流域平均

時間雨量
流域平均

累計雨量

洪水貯留準備水位EL.178.50m

8/16 17時～18時

1時間最大雨量60㎜

ダム流入量の約97％

（約1,250m3/s）を貯留・ダム下流の河川水位の上昇を低減させるた

め、降雨及びダム流入量の状況から、ダム流

下量を減量してもダムに貯留可能であることを

確認し、ダム流下量を約15m3/sに減量

降雨前の貯水位

EL 178 25

最高貯水位 EL.195.03m
最大流入量 1,291m3/s

ダム流域内の降雨量が増大

し、貯水位の上昇が予測され

たため、ダム流下量を増加

管理開始（平成１０年４月）以降の主な出水の記録

順位
総雨量
［mm］

1 345
2 214
3 298

※　管理開始(平成10年4月）以降の出水で、最大流入量が大きい方から３番目までを記載しています。

平成２６年　８月　前線 1,291 42 1,249
913 14 899平成２６年　８月　台風１１号

出水名
最大流入量

［m
3
/s］

最大流入時の

ダム流下量［m
3
/s］

最大流入時の

貯留量［m
3
/s］

平成２５年　９月　台風１８号 1,694 148 1,546
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ダムが無かった場合の水位（推定）

ダムの防災操作による水位（実績）

防災操作16日15:04～17日13:13

8/16 8/17

水位（m）

はん濫危険水位４．５０ｍ

平成25年台風18号最高水位 ６．８２ｍ

約２．５ｍ 水位低減

※ 日吉ダムの防災操作により、は

ん濫危険水位の到達を回避できた

と想定される。

降雨前の貯水位

EL.178.25m
ダム流下量約150m3/s

ダムが無かった場合の最高水位（推定） ６．２２m

ダムの防災操作による最高水位（実績） ３．６８ｍ

通常の防災操作より流下量を減量

【はん濫危険水位を上回った時間】

ダムが無かった場合の水位（推定）：約6時間

ダムの防災操作による水位（実績）： 0時間

保津橋地点水位

※　数値等は速報値であり、今後の精査により変わることがあります。



停滞する前線の影響により桂川の水量が増大し、日吉ダム管理開始以来、平成25年台風18号に次いで第二位となる
最大流入量（毎秒1,291立方メートル）を記録しました。日吉ダムでは、最大流入時に約９７％の水をダムに貯留し、
京セラドーム大阪２２杯分（2,718万立方メートル）に相当する水をダムに貯め込みました。今回の防災操作により、
ダム下流の保津橋地点（亀岡市保津町下中島地先）の河川水位を、最大約２．５メートル低減したものと推定されます。

日吉ダム最大流入時に約97％を貯留、ダム下流の河川水位を低減

最大流入時に約９７％の水を貯留し、京セラドーム大阪
※
２２杯分に相当する水をダムに貯め

込み、ダム下流の河川水位の低減に努めました。（※京セラドーム大阪の容量を120万m3として算出）

日吉ダム

資料３

ダム堤体上流面

洪水調節開始時貯水位EL.178.18m

最高貯水位EL.195.03m

約１７ｍのダム水位上昇

●

保津橋地点
（貯水位EL.174.48m：平成２６年８月８日9時30分） （貯水位EL.195.02m：平成２６年８月１7日10時40分）

※ 今回の発表は速報値であり、今後の精査により数値等が変わることがあります。

保津橋地点（保津川下り乗船場付近）での水位低減効果

保津小学校側
JR亀岡駅側

ダムがなかった場合 ６．２２ｍ（推定）

今回の出水の最高水位 ３．６８ｍ
はん濫危険水位4.50m

避難判断水位 4.00m
河川水位低減効果 約２．５ｍ
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